
自
動
詞
使
役
形
の
用
法

川

端

芳

子

１
．
は
じ
め
に

自
動
詞
に
は
「
起
き
る
、
集
ま
る
」
の
よ
う
に
対
応
す
る
他
動
詞
「
起
こ

す
、
集
め
る
」
を
持
つ
有
対
自
動
詞
と
、「
走
る
、
泳
ぐ
」
の
よ
う
に
対
応

す
る
他
動
詞
を
持
た
な
い
無
対
自
動
詞
が
あ
る
。
無
対
自
動
詞
の
場
合
、
使

役
形
を
用
い
て
他
動
詞
の
代
わ
り
と
す
る
が
、
使
役
表
現
と
他
動
詞
の
用
法

に
は
類
似
点
が
あ
る
。

（
１
）
百
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
を
計
る
た
め
に
コ
ー
チ
は
選
手
を
走
ら
せ

た
。

（
使
役
）

（
２
）
私
は
趣
味
の
ド
ラ
イ
ブ
で
、
よ
く
海
岸
ま
で
車
を
走
ら
せ
る
。

（
他
動
詞
）

（
３
）
事
故
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
彼
は
そ
の
現
場
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
走

ら
せ
た
。

（
他
動
詞
？
使
役
？
）

（
１
）
は
使
役
者
（
コ
ー
チ
）
か
ら
被
使
役
者
（
選
手
）
へ
の
指
示
で
あ

り
、
走
る
人
（
動
作
主
）
は
被
使
役
者
の
選
手
で
あ
る
。
し
か
し
、（
２
）

は
私
が
車
を
運
転
す
る
意
で
あ
り
、
無
情
物
の
被
使
役
者
（
車
）
へ
の
指
示

と
は
言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
使
役
形
を
用
い
た
自
動
詞
「
走
る
」
の
他

動
詞
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
（
３
）
は
、
使
役
者
（
彼
）
が
タ
ク
シ
ー
運
転

手
に
命
じ
て
被
使
役
者
（
タ
ク
シ
ー
）
を
走
ら
せ
現
場
ま
で
行
っ
た
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
他
動
詞
か
使
役
表
現
か
判
断
が
難
し
い
。

一
方
、
有
対
自
動
詞
に
も
自
動
詞
使
役
形
が
存
在
す
る
。

（
４
）
多
く
の
親
の
願
い
は
、
一
言
で
言
え
ば
子
供
を
い
い
大
学
に
入
ら

せ
る
と
い
う
こ
と
。

（
教
育
再
生
！
）

（
５
）（
今
の
時
期
は
）
本
来
な
ら
、
核
入
れ
し
た
貝
を
沿
岸
部
で
３
週

間
ほ
ど
休
ま
せ
て
か
ら
沖
に
運
ん
だ
後
の
時
期
。

（
朝

二
〇
一
八
・
九
・
一
五
）

（
６
）（
鷹
匠
は
）
タ
カ
を
手
に
止
ま
ら
せ
て
毎
日
約
２
キ
ロ
散
歩
し
、

途
中
で
餌
を
や
り
、「
人
の
手
に
乗
る
」
こ
と
は
す
な
わ
ち
「
い
い
こ

と
が
あ
る
」
の
だ
と
教
え
込
ん
だ
。
（
読

二
〇
一
七
・
四
・
一
七
）

そ
れ
ぞ
れ
に
「
入
れ
る
」「
休
め
る
」「
止
め
る
」
の
有
対
他
動
詞
が
あ
る

が
、
置
換
が
可
能
な
場
合
も
そ
う
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。
無
対
自
動
詞
で

は
使
役
形
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
有
対
自
動
詞
で
は
使
役
形
と
他
動
詞
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
有
対
自
動
詞
の
使
役
形
は
何
を
表
し
、
他
動
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詞
と
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
具
体
的
に
い
く

つ
か
の
有
対
自
動
詞
（
以
下
「
自
動
詞
」
と
い
う
）
使
役
形
を
取
り
上
げ
、

そ
の
用
法
を
考
察
す（
１
）る。

２
．
先
行
研
究
と
疑
問
点

２
．
１

青
木
（
一
九
七
七
）
と
許
（
二
〇
〇
九
）

青
木
（
一
九
七
七
）
は
他
動
詞
に
つ
い
て
「
客
体
の
意
志
・
主
体
性
を
全

く
没
却
し
て
い
る
。
故
に
、
本
来
意
志
や
主
体
性
を
も
た
ぬ
物
体
（＝

非
情

物
）
を
客
体
と
す
る
場
合
に
最
も
適
し
た
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
を
、
人
間
が

客
体
で
あ
る
場
合
に
用
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
客
体
の
意
志
・
主
体
性
を
無

視
し
た
、
人
間
味
の
な
い
表
現
と
な
り
、
或
る
場
合
に
は
高
圧
的
雰
囲
気
さ

え
生
ず
る
」（
１１４
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
許
（
二
〇
〇
九
）
は
日
本
語
母
語
話
者
に
対
し
て
自
動
詞
使
役
形

と
他
動
詞
の
二
択
で
選
択
す
る
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
話
者
に
よ
る
ゆ
れ
が

観
察
さ
れ
た
と
し
て
、（
７
）
を
例
に
挙
げ
説
明
し
て
い
る
（
２５３
頁
）。

（
７
）
も
と
も
と
、
女
性
を
土
俵
に
上
が
ら
せ
な
い
理
由
は
、「
伝
統
」

と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
で
は
説
得
し
き
れ
な
い
と
い
う
時

代
の
流
れ
を
、
女
性
の
就
任
は
再
認
識
さ
せ
て
は
く
れ
た
。
し
か
し
そ

こ
ま
で
さ
れ
る
と
な
お
い
っ
そ
う
、
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は

私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
そ
う
ま
で
し
て
女
を
土
俵
に
上
げ
な
い
理
由
は
な

ん
だ
？
と
。

（
朝
日
二
〇
〇
〇
年
０９
月
１９
日
朝
刊
）

許
（
二
〇
〇
九
）
は
、
こ
の
「
上
が
ら
せ
な
い
」
と
「
上
げ
な
い
」
を

「
一
人
の
話
者
で
も
表
現
の
ゆ
れ
が
存
在
す
る
」
例
だ
と
し
て
い
る
が
、
果

た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。（
７
）
に
お
い
て
「
女
性
」
を
「
土
俵
に
上
が

ら
せ
な
い
」
理
由
が
社
会
的
（
伝
統
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
、

「
土
俵
に
上
げ
な
い
」
で
は
「
女
性
」
で
は
な
く
「
女
」
を
使
い
、「
そ
う

ま
で
し
て
女
を
土
俵
に
上
げ
な
い
理
由
は
な
ん
だ
」
と
「
私
」
の
疑
念
を
強

く
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
青
木
（
一
九
七
七
）
が
他
動
詞
に
つ
い
て
述
べ

た
「
客
体
」（＝

女
」）
の
意
志
・
主
体
性
を
無
視
し
た
「
高
圧
的
雰
囲
気
」

を
効
果
的
に
伝
え
て
い
る
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。

確
か
に
、
こ
の
効
果
が
す
べ
て
の
用
例
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
８
）「
北
島
さ
ん
を
手
ぶ
ら
で
帰
ら
せ
る
（
帰
す
）
わ
け
に
は
い
か
な

い
」。
競
泳
男
子
４００
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
の
松
田
丈
志
は
仲
間

と
誓
い
合
っ
た
。

（
朝

二
〇
一
六
・
九
・
三
）

（
８
）
の
「
帰
ら
せ
る
」
を
「
帰
す
」
に
置
き
換
え
て
も
「
北
島
さ
ん
」
に

対
し
て
「
高
圧
的
雰
囲
気
が
生
ず
る
」
わ
け
で
は
な
く
両
者
は
、
ほ
ぼ
同
意

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
次
の
（
９
）「
帰
す
」
を
「
帰
ら
せ
る
」
に
置
き
換
え
る
と
不

自
然
な
文
に
な
る
。

（
９
）
家
族
会
の
飯
塚
繁
雄
代
表
は
「
北
朝
鮮
か
ら
『
日
本
人
拉
致
被
害

者
を
帰
す
（
＊
帰
ら
せ
る
）
と
い
う
約
束
が
あ
っ
た
後
に
訪
問
し
て
、

詰
め
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
読

二
〇
一
八
・
六
・
一
四
）

（
９
）
に
お
い
て
、「
帰
す
」
が
妥
当
で
あ
る
の
は
客
体
（
日
本
人
拉
致
被

害
者
）
の
意
志
、主
体
性
が
「
帰
る
」
こ
と
に
関
与
し
て
お
ら
ず
、青
木
（
一

九
七
七
）
の
言
う
「
客
体
の
意
志
・
主
体
性
を
無
視
し
た
、
人
間
味
の
な
い

表
現
」
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
許
（
二
〇
〇
九
）
は
「
帰
る
」
と
「
帰
ら
せ
る
」
の
区
別
が
簡
単

に
で
き
な
い
例
と
し
て
（
１０
）
を
挙
げ
、
両
者
が
「
違
う
動
作
で
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
」（
２５２
頁
）
と
述
べ
て
い

る
。（

１０
）
ａ
．
ま
た
、
同
市
岡
の
県
立
伊
東
東
高
校
と
、
同
市
八
幡
野
の
県

立
伊
東
城
ヶ
崎
高
校
も
こ
の
日
は
期
末
テ
ス
ト
だ
っ
た
が
、
３
時
限

だ
け
で
切
り
上
げ
、「
家
出
被
災
復
旧
を
手
伝
う
よ
う
に
」
と
、
生

徒
を
家
に
帰
し
た
。

（
朝
日

一
九
八
九
年
７
月
１０
日
夕
刊
）

ｂ
．
子
ど
も
の
ゆ
と
り
を
確
保
す
る
た
め
、勉
強
は
授
業
の
み
で
、

宿
題
は
い
っ
さ
い
な
し
。
教
科
書
は
学
校
に
置
い
て
帰
ら
せ
、
家
庭

学
習
も
さ
せ
な
い
と
い
う
。
（
週
刊
朝
日
二
〇
〇
四
年
０５
月
２８
日
）

こ
の
用
例
は
大
変
示
唆
的
で
あ
る
。
確
か
に
動
作
と
い
う
点
で
は
同
じ
で

あ
る
が
、
ｂ
．
を
「
置
い
て
帰
す
」
に
言
い
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
先

生
」
が
「
生
徒
が
教
科
書
を
置
い
て
帰
る
」
こ
と
を
「
さ
せ
る
」
か
ら
で
あ

る
。「
教
科
書
を
置
い
て
帰
す
」
に
し
て
し
ま
う
と
、「
教
科
書
を
置
く
」
の

は
生
徒
で
「
帰
す
」
の
は
先
生
と
な
り
、
動
作
主
体
が
一
致
し
な
く
な
る
。

つ
ま
り
、「
置
い
て
帰
る
」
の
よ
う
な
動
詞
の
連
続
と
「
持
ち
帰
る
」
の
よ

う
な
複
合
動
詞
に
お
い
て
は
、
他
動
詞
「
帰
す
」
に
置
換
で
き
ず
、「
置
い

て
帰
ら
せ
る
」「
持
ち
帰
ら
せ
る
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
自

動
詞
使
役
形
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
４
・
で
述
べ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
自
動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
は
、
意
味
を
変
え
ず
に
置
換

で
き
る
場
合
と
そ
う
で
は
な
い
場
合
が
あ
り
、
両
者
の
類
似
点
と
相
違
点
は

複
雑
で
あ
る
。

２
．
２

庵
（
二
〇
〇
一
）

庵
（
二
〇
〇
一
）
は
「
立
つ
／
立
て
る
」「
入
る
／
入
れ
る
」
の
よ
う
に

自
動
詞
と
他
動
詞
が
対
応
し
て
い
る
場
合
、
ヲ
格
が
意
志
を
持
つ
名
詞
な
ら

ば
原
則
的
に
自
動
詞
使
役
形
を
用
い
る
と
し
て
、
次
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（
１３８
頁
）

（
９
）
先
生
は
順
番
に
生
徒
の
名
前
を
呼
び
、｛
×
立
て
た
（
他
）
／
○

立
た
せ
た
（
自
使
）｝。

（
９
）
で
は
「
生
徒＝

意
志
を
持
つ
名
詞
」
で
あ
る
か
ら
自
動
詞
使
役
形
を

用
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
用
例
で
は
、
ヲ
格
が
意
志

の
な
い
名
詞
の
例
も
見
ら
れ
る
。

（
１０
）
太
も
も
付
近
に
で
き
る
血
栓
は
、
足
の
血
管
を
詰
ま
ら
せ
る
こ
と

が
あ
る
。

（
読

二
〇
一
八
・
八
・
四
）

（
１１
）
キ
ノ
コ
を
焼
く
こ
と
で
、
香
り
を
立
た
せ
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

（
広
報
い
ず
）

（
１２
）
わ
た
し
は
射
ち
に
射
っ
た
が
、
一
本
の
壜
に
ひ
び
を
入
ら
せ
る
こ

と
も
で
き
ず
、朝
の
五
時
に
は
ま
っ
た
く
同
じ
事
を
考
え
な
が
ら
（
略
）

（
情
事
の
終
わ
り
）

（
１０
）（
１１
）（
１２
）
の
ヲ
格
は
意
志
の
な
い
名
詞
で
あ
る
が
、
自
動
詞
使
役

形
と
共
起
す
る
。
ま
た
、（
１０
）
は
他
動
詞
「
血
管
を
詰
め
る
」
と
は
言
え

な
い
が
、（
１１
）（
１２
）
は
「
香
り
を
立
て
る
」「
ひ
び
を
入
れ
る
」
が
可
能

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
動
詞
使
役
形
か
他
動
詞
か
の
選
択
基
準
は
、
対
象
が

意
志
を
持
つ
名
詞
か
否
か
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
立
て
る
」
に
は
「
起

立
す
る
」
意
が
な
く
、
ま
た
「
人
を
立
て
る
／
人
が
立
つ
」
で
は
、「
看
板

を
立
て
る
／
看
板
が
立
つ
」
の
よ
う
な
因
果
関
係
（
看
板
を
立
て
た
、
そ
の

結
果
、
看
板
が
立
っ
た
）
を
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
動
詞
に
そ
の
意
味

が
な
い
か
ら
こ
そ
、「
立
た
せ
る
」（
起
立
さ
せ
る
）
と
い
う
自
動
詞
使
役
形

が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、
自
動
詞
使
役
形
の
用
法
を
考
察
す
る
上
で
は
、
形
態
的

に
対
応
し
て
い
る
自
動
詞
・
他
動
詞
が
語
義
的
に
も
そ
の
対
応
を
持
つ
か
を

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
３
．
で
は
形
態
的
に
対
応
し
て
い
る
自
動
詞
と
他
動
詞
の
対
に

つ
い
て
自
動
詞
の
語
義
に
他
動
詞
が
対
応
し
て
い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、

自
動
詞
使
役
形
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
た（
２
）い。

３
．
語
義
的
対
応
に
よ
る
使
い
分
け
と
互
換
性

他
動
詞
に
お
い
て
自
動
詞
の
語
義
に
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
視

点
か
ら
次
の
よ
う
な
分
類
を
試
み
た
。

３
．
１

・
他
動
詞
に
語
義
的
対
応
が
あ
る
場
合→

自
動
詞
使
役
形
と

他
動
詞
を
用
い
る

・
他
動
詞
に
語
義
的
対
応
が
な
い
場
合→
自
動
詞
使
役
形
を

用
い
る

３
．
１
．
１

「
立
つ
・
立
た
せ
る
／
立
て
る
」

「
物
が
ま
っ
す
ぐ
に
存
在
す
る
」
意
の
｛
看
板
が
立
つ
／
看
板
を
立
て

る
｝、「
は
っ
き
り
と
表
れ
る
」
意
の
｛
波
風
が
立
つ
／
波
風
を
立
て
る
｝
は
、

他
動
詞
に
自
動
詞
に
対
応
す
る
意
が
あ
る
た
め
（
１３
）（
１４
）
の
よ
う
に
自

動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
が
使
用
で
き
る
が
、（
１５
）（
１６
）
の
「
起
立
す
る
」

意
は
他
動
詞
に
は
な
い
た
め
（｛
人
が
立
つ
／
＊
人
を
立
て
る
｝）、
自
動
詞

使
役
形
が
使
わ
れ
る
。

（
１３
）（
写
真
の
甘
鯛
は
）
熱
い
油
を
か
け
て
鱗
を
立
た
せ
る
（
立
て
る
）

若
笹
づ
く
り
と
い
う
手
法
を
用
い
て
お
り
、
見
た
目
の
豪
快
さ
と
歯
応

え
が
楽
し
め
る
。

（
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ｏ
）

（
１４
）
他
の
従
業
員
の
感
情
に
多
少
の
波
風
を
立
た
せ
て
（
立
て
て
）
し

ま
う
。

（
恋
人
よ
）

（
１５
）『
続
氷
点
』
は
、
物
語
の
終
末
を
網
走
に
設
定
し
、
流
氷
原
に
ヒ

ロ
イ
ン
陽
子
を
立
た
せ
て
（
＊
立
て
て
）
い
る
。

（
流
氷
）

（
１６
）
自
分
が
疲
れ
て
い
て
も
、
お
年
寄
り
を
立
た
せ
た（
＊
立
て
た
）ま

ま
と
い
う
の
は
居
心
地
が
悪
い
の
で
す
。
（
読
二
〇
一
五
・
八
・
二
）

３
．
１
．
２

「
回
る
・
回
ら
せ
る
／
回
す
」

「
円
を
え
が
く
よ
う
に
動
く
」
意
の
｛
コ
マ
が
回
る
／
コ
マ
を
回
す
｝、

「
今
ま
で
と
は
別
の
方
面
に
移
る
」
意
の
｛
選
手
が
守
備
に
回
る
／
選
手
を

守
備
に
回
す
｝
は
、
他
動
詞
に
自
動
詞
に
対
応
す
る
意
が
あ
る
た
め
（
１７
）

（
１８
）
の
よ
う
に
自
動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
を
使
用
で
き
る
が
、（
１９
）（
２０
）

の
「
あ
ち
こ
ち
歩
く
」
意
は
他
動
詞
に
は
な
い
た
め
（｛
部
長
が
営
業
先
を

回
る
／
＊
部
長
を
営
業
先
を
回
す
｝）、
自
動
詞
使
役
形
が
使
わ
れ
る
。

（
１７
）
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
２
本
の
楊
枝
で
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
つ
っ
つ
き
な
が

ら
、
苦
労
し
て
醤
油
入
れ
の
周
り
を
回
ら
せ
よ
う
（
回
そ
う
）
と
し
て

い
た
の
で
す
。

（
親
と
幼
児
の
運
動
会
）

（
１８
）
秋
本
が
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
、
相
手
を
（
柔
道
の
）
受
け
に
回

ら
せ
る
（
回
す
）
展
開
で
迎
え
た
１
分
５０
秒
過
ぎ
（
略
）。

（
読

二
〇
一
一
・
一
二
・
一
一
）

（
１９
）
二
人
の
下
僕
に
松
明
を
も
た
せ
、
居
室
の
周
り
を
回
ら
せ
た
（
＊

回
し
た
）。

（
ペ
ス
ト
の
文
化
誌
）

（
２０
）
顔
見
知
り
の
役
員
が
「
い
や
あ
、
か
す
か
で
す
が
、
確
か
に
聞
こ

え
ま
す
よ
」（
中
略
）
外
の
ど
こ
か
の
物
音
の
よ
う
で
し
た
。
と
い
う

こ
と
で
若
い
連
中
に
近
く
の
家
を
確
か
め
に
回
ら
せ
て
（
＊
回
し
て
）
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い
た
ら
、
ワ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
環
八
に
面
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
屋

上
に
（
略
）。

（
老
い
て
こ
そ
人
生
）

３
．
１
．
３

「
渡
る
・
渡
ら
せ
る
／
渡
す
」

「
所
有
が
一
方
か
ら
他
方
に
移
る
」
意
の
｛
相
手
に
デ
ー
タ
が
渡
る
／
相

手
に
デ
ー
タ
を
渡
す
｝
は
、
他
動
詞
に
自
動
詞
に
対
応
す
る
意
が
あ
る
た
め

（
２１
）
の
よ
う
に
自
動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
を
使
用
で
き
る
が
、（
２２
）「
上

を
通
る
」（
２３
）「
隔
た
っ
た
所
に
行
く
」
意
は
他
動
詞
に
な
い
た
め
（｛
人

が
横
断
歩
道
を
渡
る
／
＊
人
を
横
断
歩
道
を
渡
す
｝、｛
弟
が
外
国
に
渡
る
／

＊
弟
を
外
国
に
渡
す
｝）、
自
動
詞
使
役
形
が
使
わ
れ
る
。

（
２１
）
化
学
兵
器
は
二
度
と
使
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
国
際
テ
ロ
組
織
の

手
に
渡
ら
せ
な
い
（
渡
さ
な
い
）
た
め
に
も
、
国
連
を
主
体
に
今
回
の

事
件
の
調
査
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

（
朝

二
〇
一
七
・
四
・
一
四
）

（
２２
）
こ
の
腰
の
重
い
伝
説
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト

ン
橋
を
渡
ら
せ
る
（
＊
渡
す
）
こ
と
が
い
か
に
大
変
だ
っ
た
か
と
い
う

裏
話
を
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
公
開
し
た
。

（
ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
青
春
録
）

（
２３
）
秦
の
始
皇
帝
が
不
老
長
寿
の
薬
を
探
し
に
臣
下
の
者
を
日
本
に
渡

ら
せ
た
（
＊
渡
し
た
）。

（
添
乗
員
疾
風
録
）

た
だ
し
、
通
る
場
所
が
水
の
上
で
あ
れ
ば
、「
船
頭
は
観
光
客
を
向
こ
う

岸
ま
で
渡
し
た
」
と
他
動
詞
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
１
．
４

「
泊
ま
る
・
泊
ま
ら
せ
る
／
泊
め
る
」

自
動
詞
「
泊
ま
る
」
は
「
旅
行
の
途
中
で
、
よ
そ
の
家
や
旅
館
な
ど
に
宿

泊
す
る
」
意
で
あ
る
が
、他
動
詞
「
泊
め
る
」
の
意
は
「
人
を
宿
泊
さ
せ
る
。

人
に
宿
を
貸
す
」
で
あ
る
た
め
、使
役
者
の
所
有
で
は
な
い
宿
の
場
合
、（
２４
）

の
よ
う
に
「
泊
め
る
」
を
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
自
動
詞
使
役
形
「
泊
ま
ら

せ
る
」
が
必
要
で
あ
る
。（｛
家
族
を
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ら
せ
る
／
＊
家
族
を
ホ

テ
ル
に
泊
め
る
｝）

（
２４
）（
私
は
）
昨
年
の
娘
の
（
セ
ン
タ
ー
試
験
の
）
時
は
京
都
大
学
が

会
場
だ
っ
た
の
で
、
大
学
近
く
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
ら
せ
た
（
＊
泊
め

た
）。

（
朝

二
〇
一
七
・
七
・
二
二
）

一
方
、
相
手
が
泊
ま
る
場
所
が
使
役
者
が
所
有
す
る
所
で
あ
れ
ば
、（
２５
）

（
２６
）
の
よ
う
に
自
動
詞
使
役
形
「
泊
ま
ら
せ
る
」
も
他
動
詞
「
泊
め
る
」

も
使
用
で
き
る
。

（
２５
）
そ
の
夜
は
じ
め
て
お
力
は
朝
之
助
に
無
理
強
い
し
て
自
分
の
と
こ

ろ
に
泊
ま
ら
せ
る
（
泊
め
る
）
わ
け
だ
が
（
略
）。
（
前
田
愛
著
作
集
）

（
２６
）
全
国
各
地
の
（
競
歩
）
選
手
た
ち
が
教
え
を
請
い
に
訪
れ
た
。
斉

藤
さ
ん
は
自
宅
に
泊
ま
ら
せ
（
泊
め
）、
熱
心
に
技
術
を
教
え
込
ん
だ
。

（
朝

二
〇
一
七
・
五
・
二
七
）

３
．
２

・
他
動
詞
に
語
義
的
対
応
が
あ
る
場
合→

他
動
詞
を
用
い
る

・
他
動
詞
に
語
義
的
対
応
が
な
い
場
合→

自
動
詞
使
役
形
を

用
い
る

３
．
１
と
の
相
違
点
は
、
他
動
詞
に
自
動
詞
の
意
味
が
あ
れ
ば
、
他
動
詞

の
み
を
使
用
し
、
自
動
詞
使
役
形
が
使
わ
れ
な
い
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
対

応
す
る
語
義
の
有
無
に
よ
っ
て
、
自
動
詞
使
役
形
か
他
動
詞
か
が
選
択
さ
れ

る
。

３
．
２
．
１

「
詰
ま
る
・
詰
ま
ら
せ
る
／
詰
め
る
」
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「
中
に
物
が
多
く
入
っ
て
い
て
す
き
ま
が
な
く
な
る
」
意
の
｛
か
ば
ん
に

本
が
詰
ま
る
／
か
ば
ん
に
本
を
詰
め
る
｝、「
短
く
な
る
」
意
の
｛
丈
が
詰
ま

る
／
丈
を
詰
め
る
｝
は
、
他
動
詞
に
自
動
詞
に
対
応
す
る
意
が
あ
る
た
め
、

（
２７
）（
２８
）
の
よ
う
に
他
動
詞
を
使
用
す
る
。
自
動
詞
使
役
形
を
用
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

（
２７
）
引
っ
越
し
す
る
の
で
、
か
ば
ん
に
本
を
詰
め
た
（
＊
詰
ま
ら
せ

た
）。

（
２８
）
ズ
ボ
ン
の
丈
が
長
か
っ
た
の
で
、丈
を
詰
め
て
（
＊
詰
ま
ら
せ
て
）

履
い
た
。

一
方
、（
２９
）（
３０
）
の
「
管
状
の
通
路
が
通
じ
な
く
な
る
」
意
は
他
動
詞

に
な
い
た
め
（｛
血
管
が
詰
ま
る
／
＊
血
管
を
詰
め
る
｝）、
自
動
詞
使
役
形

が
用
い
ら
れ
る
。

（
２９
）
日
焼
け
止
め
化
粧
品
は
、
毛
穴
を
詰
ま
ら
せ
て
（
＊
詰
め
て
）
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
ニ
キ
ビ
の
と
き
は
、
ほ
お
ぐ
ら
い
に
し
て

お
い
て
。

（
レ
タ
ス
ク
ラ
ブ
）

（
３０
）
魚
に
含
ま
れ
る
良
質
の
脂
肪
酸
や
ア
ミ
ノ
酸
が
、
高
血
圧
や
高
脂

肪
症
、
さ
ら
に
血
管
を
詰
ま
ら
せ
な
い
（
＊
詰
め
な
い
）
の
で
心
筋

塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
血
管
障
害
を
防
い
で
く
れ
る
の
で
す
。

（
カ
ス
ピ
海
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
真
実
）

な
お
、「
詰
ま
ら
せ
る
」
に
は
「
言
葉
／
声
を
詰
ま
ら
せ
る
」
の
よ
う
な

再
帰
的
用
法
の
慣
用
表
現
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
も
「
＊
言
葉
／
声
を

詰
め
る
」
と
は
言
え
ず
、
自
動
詞
使
役
形
の
用
法
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

（
３１
）
火
事
現
場
近
く
に
住
む
男
性
は
「
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
で
目
が
覚

め
た
。
普
段
は
の
ど
か
な
場
所
な
の
に
」
と
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
。

（
朝

二
〇
一
八
・
二
・
九
）

（
３２
）
ソ
ニ
ー
本
社
で
開
か
れ
た
会
見
で
壇
上
に
立
っ
た
平
井
一
夫
社
長

は
時
折
、
声
を
詰
ま
ら
せ
つ
つ
振
り
返
っ
た
。

（
朝

二
〇
一
八
・
二
・
三
）

３
．
２
．
２

「
届
く
・
届
か
せ
る
／
届
け
る
」

「
物
な
ど
を
先
方
に
お
く
る
」
意
の
｛
荷
物
が
届
く
／
荷
物
を
届
け
る
｝

は
、
他
動
詞
に
自
動
詞
に
対
応
す
る
意
が
あ
る
た
め
、（
３３
）
の
よ
う
に
他

動
詞
を
使
用
す
る
。
自
動
詞
使
役
形
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
３３
）
私
は
友
人
に
土
産
を
届
け
た
（
＊
届
か
せ
た
）。

一
方
、（
３４
）（
３５
）
の
「
達
す
る
」
意
は
他
動
詞
に
な
い
た
め
（｛
投
げ

た
石
が
対
岸
に
届
く
／
＊
投
げ
た
石
を
対
岸
に
届
け
る
｝）、
自
動
詞
使
役
形

が
用
い
ら
れ
る
。

（
３４
）（
筒
香
選
手
は
）
同
点
４
号
２
ラ
ン
を
右
翼
席
の
最
上
段
ま
で
届

か
せ
た
（
＊
届
け
た
）。

（
朝

二
〇
一
七
・
五
・
二
四
）

（
３５
）「
プ
ロ
化
」
は
競
技
レ
ベ
ル
を
世
界
の
ラ
イ
ン
に
届
か
せ
る
（
＊

届
け
る
）
た
め
に
も
、
も
は
や
待
っ
た
な
し
で
（
略
）。

（
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
時
代
を
迎
え
て
）

こ
の
よ
う
に
、
他
動
詞
に
自
動
詞
の
持
つ
意
が
あ
る
と
き
、
３
．
１
の
自

動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
の
両
者
が
使
用
さ
れ
る
場
合
と
３
．
２
の
他
動
詞
の

み
の
場
合
が
あ
る
。
そ
の
差
異
を
考
え
て
み
る
と
、
３
．
１
は
「
立
つ
、
回

る
、
渡
る
、
泊
ま
る
」
の
意
志
的
動
詞
、
３
．
２
は
「
詰
ま
る
、
届
く
」
の

無
意
志
的
動
詞
と
分
類
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
意
志
的
な
自

動
詞
の
「
乗
る
、
起
き
る
、
集
ま
る
」
の
使
役
形
「
乗
ら
せ
る
、
起
き
さ
せ

る
、
集
ま
ら
せ
る
」
の
用
例
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
乗
せ
る
、
起

こ
す
、
集
め
る
」
の
他
動
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
差
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異
を
意
志
的
自
動
詞
か
無
意
志
的
自
動
詞
か
に
よ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は

で
き
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
３
．
１
に
お
い
て
、
自
動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
の
両
者
が
使
用
で

き
る
場
合
、
そ
の
意
味
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ（
３
）る。
次

の
３
．
３
で
は
、
他
動
詞
に
語
義
的
対
応
が
あ
っ
て
も
、
自
動
詞
使
役
形
に

他
動
詞
と
は
異
な
る
用
法
が
見
ら
れ
る
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

３
．
３

自
動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
の
用
法
の
相
違

自
動
詞
使
役
形
で
な
け
れ
ば
表
せ
な
い
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

３
．
３
．
１

「
苦
し
む
・
苦
し
ま
せ
る
／
苦
し
め
る
」

他
動
詞
「
苦
し
め
る
」
の
意
は
、
自
動
詞
「
苦
し
む
」
の
意
、「
肉
体
的

に
痛
み
を
感
じ
る
、
つ
ら
い
思
い
を
す
る
」
に
対
応
し
て
お
り
、（
３６
）（
３７
）

に
は
そ
の
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
３６
）
い
ま
だ
に
何
故
彼
が
亡
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

明
確
に
な
ら
な
い
こ
と
が
私
た
ち
を
苦
し
ま
せ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

（
あ
な
た
の
知
ら
な
い
ト
ヨ
タ
）

（
３７
）
原
爆
を
落
と
し
、
い
ま
も
な
お
被
爆
者
を
苦
し
め
つ
づ
け
て
い
る

者
を
こ
そ
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
（
朝

二
〇
一
八
・
二
・
二
二
）

し
か
し
、（
３８
）（
３９
）
は
他
動
詞
「
苦
し
め
る
」
で
は
不
自
然
で
あ
る
。

「
苦
し
め
る
」
意
は
「
苦
し
み
を
与
え
る
、
困
ら
せ
る
」
で
あ
る
た
め
、
患

者
に
対
し
て
苦
し
み
を
与
え
る
と
い
う
表
現
が
相
応
し
く
な
い
か
ら
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
は
、
自
動
詞
使
役
形
を
用
い
、「
痛
み
を
感
じ
る
」

こ
と
を
「
さ
せ
る
（
さ
せ
な
い
）」
と
い
う
表
現
の
ほ
う
が
使
役
主
（
動
作

主
）
の
意
志
的
動
作
で
は
な
く
間
接
的
な
印
象
に
な
る
。

（
３８
）「
病
院
に
は
一
つ
だ
け
条
件
を
言
っ
て
あ
る
。（
私
を
）
絶
対
に
苦

し
ま
せ
な
い
で
（
＊
苦
し
め
な
い
で
）
逝
か
せ
て
く
れ
。
葬
式
も
葬
儀

屋
と
段
取
り
や
料
金
を
相
談
し
て
い
る
」

（
読

二
〇
一
二
・
一
二
・
一
六
）

（
３９
）「
患
者
の
あ
な
た
へ
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」「
患
者
さ
ん
を

苦
し
ま
せ
て
（
＊
苦
し
め
て
）
は
な
ら
な
い
」（
中
略
）
等
々
の
先
生

の
お
言
葉
。

（
生
き
か
た
上
手
）

３
．
３
．
２

「
沈
む
・
沈
ま
せ
る
／
沈
め
る
」

他
動
詞
「
沈
め
る
」
の
意
は
「
水
中
に
没
す
る
よ
う
に
す
る
」
で
あ
り
、

（
４０
）（
４１
）
の
よ
う
に
意
志
的
に
直
接
「
魚
礁
」「
マ
イ
ク
」
を
沈
め
る
動

作
を
行
う
場
合
は
「
沈
め
る
、
沈
ま
せ
る
」
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、（
４２
）
の
砂
が
自
然
に
沈
む
よ
う
に
す
る
、（
４３
）
の
温
暖
化
の
影
響
で

海
面
が
上
が
り
そ
の
結
果
、
国
が
沈
ん
で
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
、
意
志
的

で
は
な
い
場
合
は
「
沈
ま
せ
る
」
が
適
切
で
あ
り
、
他
動
詞
「
沈
む
」
に
言

い
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
４０
）
岡
山
市
南
区
と
玉
野
市
に
ま
た
が
る
児
島
湖
の
水
質
改
善
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
県
は
貝
殻
を
使
っ
た
魚
礁
を
沈
め
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
を
増
や

す
実
験
を
始
め
た
。

（
読

二
〇
一
八
・
七
・
三
）

（
４１
）
彼
女
は
、
水
を
張
っ
た
ガ
ラ
ス
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ボ
ウ
ル
の
な
か
に

水
中
マ
イ
ク
を
沈
ま
せ
て
、
そ
れ
で
音
を
つ
く
る
。

（
朝

二
〇
一
八
・
一
・
五
）

（
４２
）
ひ
じ
き
は
、
た
っ
ぷ
り
の
水
に
入
れ
て
砂
な
ど
を
沈
ま
せ
る
（
＊

沈
め
る
）。

（
ご
飯
も
の
）

（
４３
）「
キ
リ
バ
ス
、
ツ
バ
ル
が
国
を
海
に
沈
ま
せ
な
い
（
＊
沈
め
な
い
）

戦
い
に
敗
れ
た
と
し
て
も
、
フ
ィ
ジ
ー
は
見
捨
て
な
い
。
両
国
の
人
々
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に
恒
久
的
な
避
難
場
所
を
与
え
る
」
（
朝

二
〇
一
七
・
九
・
一
二
）

３
．
３
．
３

「
進
む
・
進
ま
せ
る
／
進
め
る
」

他
動
詞
「
進
め
る
」
の
意
は
「
前
方
へ
行
か
せ
る
」「
程
度
・
段
階
な
ど

を
高
度
に
す
る
」
で
あ
り
、（
４４
）（
４５
）（
４６
）
の
よ
う
に
意
志
的
に
進
め

る
動
作
を
行
う
場
合
は
「
進
め
る
、
進
ま
せ
る
」
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、（
４７
）「
動
脈
硬
化
」（
４８
）「
認
知
症
」
の
よ
う
に
状
態
が
望
ま
し

く
な
い
方
向
に
進
行
す
る
場
合
は
、
意
志
的
に
「
進
め
る
」
他
動
詞
よ
り
、

自
動
詞
使
役
形
「
進
ま
せ
る
（
進
ま
せ
な
い
）」
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。

（
４４
）
政
府
が
進
め
る
政
策
に
つ
い
て
、
野
党
は
具
体
的
な
対
策
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
読

二
〇
一
八
・
一
〇
・
三
〇
）

（
４５
）
田
舎
で
病
院
を
営
む
父
は
、
映
画
評
論
家
を
目
指
し
た
い
と
い
う

彰
の
将
来
の
夢
を
無
視
し
て
、
強
引
に
三
浪
し
て
ま
で
医
学
部
に
進
ま

せ
た
の
だ
っ
た
が
（
略
）。

（
潮
の
わ
か
れ
）

（
４６
）
今
、
夫
と
二
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
み
て
、
仕
事
を
進
ま
せ
る
と
い

う
点
で
の
多
少
の
障
害
以
外
は
、
何
の
問
題
も
な
い
が
、（
略
）。

（
今
日
を
楽
し
む
！
）

（
４７
）
冠
動
脈
の
一
部
を
治
療
し
て
も
、
根
本
的
な
治
療
を
行
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
発
す
る
危
険
性
は
あ
る
の
で
す
。
動
脈
硬
化
を

進
ま
せ
な
い
（
？
進
め
な
い
）
た
め
に
は
運
動
が
大
切
で
す
。

（
読

二
〇
一
二
・
七
・
三
）

（
４８
）
私
の
と
こ
ろ
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
（
軽
度
認
知
障
害
）
の
方
々
に
対
し
て

認
知
症
へ
と
進
ま
せ
な
い
（
？
進
め
な
い
）
こ
と
を
目
標
に
、
筋
ト
レ

や
デ
ュ
ア
ル
タ
ス
ク
な
ど
の
運
動
の
ほ
か
（
略
）。

（
産

二
〇
一
八
・
一
・
一
九
）

以
上
の
よ
う
に
、
他
動
詞
で
は
意
志
的
動
作
と
な
り
、
そ
れ
が
相
応
し
く

な
い
状
況
で
は
、
自
動
詞
使
役
形
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
意
志
的
か
否
か
で
は
な
い
が
、
間
接
的
な
表
現
（
指
示
を
し
て
そ

う
さ
せ
る
）
の
例
と
し
て
「
人
を
並
ば
せ
る
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
動
詞

「
並
べ
る
」
は
「
列
を
作
る
よ
う
に
位
置
さ
せ
る
」
意
で
、「
並
ぶ
」
と
対

応
し
て
い
る
。例
え
ば
、「
母
は
私
た
ち
姉
妹
を
並
べ
て
背
丈
を
比
べ
た
」「
先

生
は
生
徒
を
一
列
に
並
べ
た
」
の
よ
う
に
直
接
「
人
を
並
べ
る
」
と
い
う
表

現
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
用
例
で
は
（
４９
）（
５０
）（
５１
）
の
よ

う
に
「
人
を
並
ば
せ
る
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
人
を
並
べ
る
」
に
言
い

換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
並
べ
る
」
を
用
い
る
と
、「
本
を
並
べ
る
」
の

よ
う
に
物
を
扱
う
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
の
点
は
青
木
（
一
九
七
七
）

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
他
動
詞
を
人
間
が
客
体
で
あ
る
場
合
に
用
い
る

と
高
圧
的
雰
囲
気
さ
え
生
ず
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
４９
）
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、
先
生
は
「
よ
ー

し
、
皆
外
へ
出
な
さ
い
」
と
校
庭
に
（
僕
た
ち
を
）
並
ば
せ
た
（
＊
並

べ
た
）

（
父
の
失
恋

娘
の
結
婚
）

（
５０
）（
容
疑
者
７
人
は
）
一
回
三
千
円
で
雇
っ
た
百
人
以
上
の
ホ
ー
ム

レ
ス
を
東
京
ド
ー
ム
の
発
売
所
に
並
ば
せ
（
＊
並
べ
）、
前
売
り
券
九

十
五
枚
、
総
額
約
三
十
七
万
円
を
購
入
し
た
疑
い
。

（
新
潟
日
報
）

（
５１
）
共
産
党
が
前
面
に
出
す
ぎ
る
と
、
保
守
層
が
離
反
し
か
ね
な
い
。

民
進
党
幹
部
は
道
連
に
こ
う
指
示
し
た
。「
し
ば
ら
く
候
補
者
を
共
産

党
幹
部
と
並
ば
せ
る
（
＊
並
べ
る
）
な
」（

読

二
〇
一
六
・
三
・
三
一
）

一
方
、（
５２
）（
５３
）
の
よ
う
に
人
を
並
べ
る
こ
と
を
戦
略
と
し
て
表
す
場

合
は
他
動
詞
を
使
用
し
、
自
動
詞
使
役
形
に
言
い
換
え
ら
れ
な
い
。
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（
５２
）
こ
の
試
合
、
楽
天
は
２
〜
４
番
に
外
国
人
野
手
３
人
を
並
べ
た

（
＊
並
ば
せ
た
）。

（
朝

二
〇
一
七
・
四
・
一
）

（
５３
）
誰
か
に
頼
っ
た
時
点
で
攻
撃
は
単
調
に
な
り
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

の
お
も
し
ろ
さ
は
半
減
す
る
。
Ａ
Ｃ
Ｌ
準
決
勝
で
強
力
な
ブ
ラ
ジ
ル
人

を
前
線
に
並
べ
た
（
＊
並
ば
せ
た
）
上
海
上
港
も
そ
う
だ
っ
た
。

（
朝

二
〇
一
七
・
一
〇
・
二
一
）

こ
の
よ
う
に
、
自
動
詞
と
他
動
詞
が
語
義
的
に
対
応
し
て
い
て
も
自
動
詞

使
役
形
と
他
動
詞
に
用
法
の
差
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

４
．
複
合
動
詞
な
ど
で
形
態
的
な
対
応
を
用
い
な
い
場
合

最
後
に
複
合
動
詞
な
ど
で
形
態
的
対
応
を
用
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
見
て

い
き
た
い
。
２
．
１
．
１
で
述
べ
た
よ
う
に
（
１０
）
ｂ
．

の
「
教
科
書
を

置
い
て
帰
ら
せ
る
」
を
「
置
い
て
帰
す
」
に
言
い
換
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。「
置
く
」
の
も
「
帰
る
」
の
も
生
徒
の
動
作
で
あ
り
、
そ
れ
を
先
生
が

「
さ
せ
る
」
意
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後
ろ
の
自
動
詞
の
使
役
形
が

必
要
と
な
る
。

（
５４
）（
西
山
容
疑
者
は
）
新
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
、「
代
金
は
明
日

振
り
込
む
と
聞
い
て
い
る
」
と
説
明
さ
せ
て
車
だ
け
置
い
て
帰
ら
せ
、

そ
の
ま
ま
代
金
を
払
わ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
産

二
〇
一
六
・
一
二
・
一
一
）

（
５５
）（
部
活
指
導
者
が
生
徒
に
）
試
合
に
負
け
た
ら
学
校
に
戻
っ
て
か

ら
１００
本
ダ
ッ
シ
ュ
、
隣
町
の
試
合
会
場
か
ら
走
っ
て
帰
ら
せ
る
と
い
っ

た
話
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

（
朝
二
〇
一
八
・
九
・
六
）

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
動
詞
の
連
続
だ
け
で
は
な
く
、
複
合
動
詞
の
場
合
に

も
自
動
詞
使
役
形
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
「
持
ち
帰
る
」「
響
き
渡
る
」

「
思
い
と
ど
ま
る
」「
浮
か
び
上
が
る
」
の
後
項
動
詞
に
は
、
対
に
な
る
他

動
詞
「
帰
す
」「
渡
す
」「
と
ど
め
る
」「
上
げ
る
」
が
あ
る
が
、
前
項
動
詞
・

後
項
動
詞
の
２
つ
の
動
作
の
主
体
は
同
一
で
あ
る
た
め
、
後
項
動
詞
を
他
動

詞
に
す
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
持
ち
帰
る
」
こ
と
を
「
さ
せ
る
」→

「
持
ち
帰
ら
せ
る
」
と
す
る
。

（
５６
）（
大
家
選
手
は
）
宣
言
し
た
。「
チ
ー
ム
に
必
ず
金
メ
ダ
ル
を
持
ち

帰
ら
せ
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
五
輪
で
す
」
（
読
二
〇
一
六
・
八
・
四
）

（
５７
）
一
八
七
七
年
４
月
２８
日
の
筑
紫
新
聞
で
は
、
戦
い
に
加
わ
ろ
う
と

す
る
薩
摩
の
女
性
を
島
津
久
光
が
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
、
と
い
う
記
事

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
朝
二
〇
一
七
・
一
二
・
一
三
）

さ
ら
に
、（
５８
）「
歌
声
」（
５９
）「
筋
の
通
っ
た
と
こ
ろ
」
の
よ
う
に
対
象

が
無
情
物
で
、
自
動
詞
を
他
動
詞
化
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
動
詞
「
響

き
渡
す
」「
浮
か
び
上
げ
る
」
で
は
な
く
自
動
詞
使
役
形
を
用
い
る
。

（
５８
）（
合
唱
団
「
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」
は
）
押
し
寄
せ
る
よ
う
な
重
厚
な

歌
声
を
会
場
に
響
き
渡
ら
せ
、「
３
年
連
続
日
本
一
」
こ
そ
逃
し
た
が
、

荘
厳
な
空
間
を
作
り
出
し
た
。

（
朝

二
〇
一
七
・
一
一
・
二
七
）

（
５９
）
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
タ
役
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ド
ッ
ト
は
こ
の
多
面
的
な

ヒ
ロ
イ
ン
の
う
ち
、
官
能
的
と
い
う
よ
り
は
、
け
な
げ
で
筋
の
通
っ
た

と
こ
ろ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

（
朝

二
〇
一
八
・
一
〇
・
一
）

こ
の
よ
う
に
、
動
詞
の
連
続
や
複
合
動
詞
に
お
い
て
、
自
動
詞
使
役
形
は

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

５
．
お
わ
り
に
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以
上
、
自
動
詞
使
役
形
の
用
法
に
つ
い
て
他
動
詞
と
の
差
異
を
中
心
に
考

察
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
「
上
が
ら
せ
る
／
上
げ
る
」「
帰
ら
せ
る
／
帰
す
」

の
よ
う
に
語
義
が
同
じ
で
も
、文
脈
に
よ
っ
て
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

②
自
動
詞
と
他
動
詞
の
語
義
的
対
応
が
ど
う
で
あ
る
か
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
③
他
動
詞
の
直
接
的
、
意
志
的
動
作
が
適
切
で
は
な
い
場
合
に
自
動
詞

使
役
形
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
、
④
複
合
動
詞
な
ど
の
後
項
動
詞
に
は
自
動
詞

使
役
形
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
語
義
の
対
応
が
あ
る
場
合
に
、
自
動
詞
使
役
形

と
他
動
詞
の
両
者
が
可
能
な
動
詞
と
他
動
詞
の
み
が
可
能
な
動
詞
の
傾
向
を

見
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
早
津
（
二
〇
〇
四
）
の
指
摘
に
よ
る
と
、

日
本
語
に
は
人
の
心
理
的
・
生
理
的
変
化
を
表
す
他
動
詞
が
少
な
く
、
そ
の

代
わ
り
に
「
悲
し
ま
せ
る
、
嬉
し
が
ら
せ
る
、
悩
ま
せ
る
」
な
ど
の
使
役
表

現
が
活
発
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
調
査
し
、
自
動

詞
使
役
形
の
用
法
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

注

（
１
）
取
り
上
げ
る
動
詞
は
、
許
（
二
〇
〇
九
）、
藤
井
（
一
九
七
一
）、
川
端

（
二
〇
一
八
）
を
参
考
に
し
た
。

（
２
）
許
（
二
〇
〇
九
）
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
対
応
の
あ
る
一
一
二
語
の

他
動
詞
は
約
７
億
あ
っ
た
の
に
対
し
て
自
動
詞
使
役
形
は
約
４
万
５
千

で
、
自
動
詞
使
役
形
の
使
用
率
は
他
動
詞
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。
し

か
し
、
早
津
（
二
〇
〇
四
）
は
、
少
な
い
と
は
い
え
、
使
役
動
詞
に
よ
る

表
現
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
事
態
が
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
態

か
興
味
深
い
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）
自
動
詞
使
役
形
と
他
動
詞
の
差
異
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
あ
る
い

は
指
摘
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
例
と
し
て
、「
役
立
た
せ
る
／
役
立
て
る
」

「
煮
立
た
せ
る
／
煮
立
て
る
」「
慣
れ
さ
せ
る
／
慣
ら
す
」「
緩
ま
せ
る
／

緩
め
る
」
な
ど
が
あ
る
。
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